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を 1 標本 t 検定、群間比較を 2 標本 t 検定により行った。皮膚所見（乾燥、落屑）スコアについ
ては、Wilcoxon 検定を行った。有意水準は、危険率 5％未満（p＜0.05、両側検定）とした。 
3．結果 
1）患者背景 
 2013 年 1 月～2015 年 12 月に 22 例が登録され、最終的に解析対象となったのは予防療法群 6
例（平均年齢 64 歳、男性 5 例）および対症療法群 9 例（平均年齢 71 歳、男性 7 例）の計 15 例
で、癌種は結腸・直腸癌が 7 例、頭頸部癌が 8 例、投与された EGFR 阻害薬はセツキシマブが 12




ぞれ、65.71 AU、70.72 AU、55.50 AU であったが、6 週後には 52.71 AU（p＝0.099）、66.96 AU
（p＝0.592）、42.95 AU（p＝0.017）に低下した。皮脂量は、顔面で投与前の 75.06μg/cm2から 6
週後には 76.19μg/cm2（p＝0.952）とわずかに増加したが、胸部では 17.22μg/cm2から 7.47μg/cm2
（p＝0.160）に、上腕外側では 6.22μg/cm2から 0.56μg/cm2（p＝0.133）にそれぞれ低下した。 
3）EGFR 阻害薬による皮膚所見の変化 
 ざ瘡様皮疹については、2 週間後がピークで顔面では 55.6％、胸部では 22.2％で出現した。6
週間後においても顔面で 22.2％、胸部で 11.1％に発現を認めた。乾燥は、顔面では投与前の 0.00
から 6 週後には 1.33（p＝0.010）に、胸部では 0.22 から 1.33（p＝0.008）に、上腕外側では 0.22
から 1.44（p＝0.008）にスコアが上昇した。落屑は、顔面では投与前の 0.00 から 6 週後には 1.00


























































 患者背景 2013 年 1 月～2015 年 12 月に 22 例が登録され、最終的に解析対象となったのは予防療法
群 6 例および対症療法群 9 例の計 15例で、癌種は結腸・直腸癌が 7例、頭頸部癌が 8例、投与された




 EGFR 阻害薬による皮膚所見の変化については、ざ瘡様皮疹については、2 週間後がピークで顔面で
は 55.6％、胸部では 22.2％で出現した。乾燥は、顔面では投与前の 0.00 から 6 週後には 1.33（p＝
0.010）に、胸部では 0.22 から 1.33（p＝0.008）に、上腕外側では 0.22 から 1.44（p＝0.008）にス
コアが上昇した。落屑は、顔面では投与前の 0.00から 6週後には 1.00（p＝0.014）に、胸部では 0.00
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